
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導船「第十五はぼまい丸」

による『北方領土を間近に望

む 本土最東端のパノラマク

ルーズ』 が今年も 11月 1 日

から始まりました。 

海外の野鳥ファンや観光客

から好評を博しているこのク

ルーズは、歯舞漁港から納沙

布岬、北方領土・貝殻島灯台

の日ロ中間ライン付近を通っ

て同漁港に戻るコースで、所

要時間は約２時間です。 

納沙布岬周辺海域は日本で

も有数の海鳥の飛来地で、天

然記念物のオオワシのほか、

オジロワシ、ウミウ、ラッコ、

ミンククジラなど多数の海鳥

や哺乳類に出会うチャンスが

あり、これまでも多くの観光

客を魅了してきました。 

運行期間は 11 月 1 日から

翌年 4 月 30 日までです。 

 

 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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は ぼ ま い 

「「本本土土最最東東端端ののパパノノララママククルルーーズズ」」今今年年もも運運航航開開始始  

○定員：12 名（前日までの予約制） 
○出航時間：午前 9時、午前 11 時、午後 2時の 1日 3便（所要時間約 2時間） 
○料金：大人 5,000 円、小・中学生 3,000 円（保護者同伴） 
    団体割引 10 名以上の御予約につき 10％割引。事前予約が必要。 

≪お問い合わせ・乗船お申し込みは 
    歯舞漁業協同組合 指導部・遊覧船係（TEL 0153-28-2124）まで≫ 

 

遊覧船 

遊覧船航行中 

クルーズで出会える海の動物たち 

オジロワシ 

オオワシ ラッコ 

ケイマフリ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
 ■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

歯舞漁協は 10 月 27 日、歯舞漁協組合長室で「根室地

区漁船海難遺児をはげます会」（島祐一会長）に 20 万円

を寄付しました。寄付金は、歯舞マリンビジョン協議会が

主催した「第 3 回歯舞おさかな祭り」と「第 9 回歯舞こ

んぶ祭り」で海難遺児チャリティー抽選券を 1 口 100 円

で販売したものです。これまでお祭りで買い物をしてくれ

た人に抽選券を配布していましたが、「何か役に立てる抽

選会をしよう」と検討を重ね、チャリティー抽選会の実施

となりました。 

寄付金は歯舞漁協小倉組合長から島会長へと贈呈され、

漁船海難で父親を亡くした子供たちを心身的、経済的に支

援するために活用されます。 

歯歯舞舞漁漁協協がが「「海海難難遺遺児児ををははげげまますす会会」」にに寄寄付付  

１０月１５日、静岡県にて静岡市婦人団体連絡会

の主催による昆布料理講習会が開催され、講師とし

て歯舞漁協女性部の田村部長、小杉副部長、苫谷幸

子さんが参加しました。歯舞産昆布の認知度アップ

と消費者層の拡大を目的に、一般の参加者３２名に

対し、貝殻棹前昆布を使用したメニューを紹介しま

した。メニューは、「豚肉と野菜の昆布巻」、「昆布 

の佃煮（細雪）」、「とろろ昆布の

お吸い物」、「結び昆布」等、全

７品。その後、試食会並びに意

見交換会を行いました。 

参加者からは、結び昆布は手

軽に取り入れられるとの意見

や、食す上でも柔らかく、冷凍

保存もでき、数ある昆布の中で

も扱いやすいとの声もありまし

た。 

今後も昆布料理講習会を通

じ、歯舞産昆布の品質・希少価

値等を伝え、更なる普及に取り

組んでいきます。 

静静岡岡県県でで昆昆布布料料理理講講習習会会をを開開催催  

 
田村部長がレシピの事前説明 

講習会風景 結び昆布の指導 

完成料理 試食会の様子 

小倉組合長（左）から島会長（右）に 
寄付金が贈呈されました 


